







The nece昌sityof the welfare map in the population aging 
society and utility of the GIS use. 
Shigeru YASUDAI)， Sota NAKAN02)， Shinji UN03) ， Satoru KUBOTA3) ， 
Sayaka TATEHASHI3)， Hiroshi KARIYAMA4)， and Kunihiro TANAKA5) 
Abstract 
The Japanese a甚ingbecomes serious year by year. Japan beca血 ethe a宮in昌societyin 1970 and 
bec沼田ethe a草edsociety in 1994， and it was it with super aged society in 2007. The Japanese aging rate 
arrives at it by 23.1 % neighbor， very short time in 2010. Speed of the aging beco間関 fast，and a senior 
citizen and the handicapped person include Japan in comparison with the many foreign countries， 
and the security of the Iiving environment which anyone can Iive for comfortably in peace becomes a 
problem. Of the making exa血pleof the welfare map which used GIS for socially vulnerable here suggest 
it. 




































4) Kyushu Kyoritsu Unive四ity



























































































































































































































































図-4 道路の歩道有無の割合 図-5 道幅ごとの割合
今回の調査対象となっ
た道路総延長は8，935m
である.
図4より，そのうち歩
道が無い道路が6，134m
で68%，歩道の有る道路
図-6 歩道のガードレール有無割合 が2.801mで31%となっ
た.
図-5より，道路幅ごとで分類すると2m未満の細い
道路が2，730mで30%，2"'4mの幅の道路が4，626mで
52%， 4m以上の幅の広い道路は1，579mで18%である.
この4m以上の道路は主に住宅街などにあり，歩車分
離がされていない道路である.
図-6より，歩道におけるガードレールの有無を見る
と，ガードレールの無い道路が68%を占めている.
これらのデータより，十分に歩車分離ができていな
い場所が多く見られ，実際の通行に際しては十分に注
意を払わなければいけない状況が各所にあることがわ
かる.
5. 3 芦屋町白浜地区の福祉ハザードマップの作成
今回の調査結果を全て重ね合わせたマップを図-7に
示す.
図-7 調査結果全体図
ひとまず，全データを表示した場合には，非常にデ
ータが混雑した状況になっておりとても見づらい.実
際の利用にあたっては，紙ベースでの利用で全てのデ
ータを網羅した地図の利用は困難であると考えられる.
紙ベースの地図での利用を考えた場合には，目的ご
とに地図表記を分けるなどの工夫をする必要があるが，
枚数が増えすぎても使いづらくなる.ハザードはその
性質や対象とする人によっても重要度や危険度は異な
ってくる.どのような人にどのような情報が必要にな
ってくるのか，詳細に調査を行う必要がある.
介護関係者や家族などが資料として用いる場合には
ある程度高密度の地理情報であっても扱えると考えら
れるが，高齢者などに対しては，見やすい表現方法を
工夫することは必須である.
5. 4 福祉ハザードマップのまとめと今後の課題
実際の運用にあたっては， PCやタブレット端末，
スマートフォンや携帯電話などを用いてデータの取得
ができると良いと考えている.簡易に操作できるアプ
リケーションを用意して，現在地と目的地を設定する
と，そのルートやハザードが検索されるような機能や，
要介護者の自宅と検索範囲や項目を設定すると，ハザ
ードデータが検索されるなどの，現場の人が扱いやす
いデータの検索システムを考慮しながらのデータ構築
が必要である.
6. おわりに
今回は福祉目的のハザードマップ作成を行ったが，
実際に町に出てみると移動能力低下者にとってハザー
ドとなりうるものは非常に多く，それらを体系化して
まとめることが十分に出来ていない.今後はハザード
の重要度の設定などを行い，調査項目を表示する上で
優先度の設定や評価などを行う必要がある.
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